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【方法】対象は病院・検診施設を受診した日本人男性 271 人。WHO 基準に従い、 75 g-OGTT結果から耐糖能異常 (IGT)
群、正常耐糖能 (NGT) 群に分類した (IGT148 例、 NGT123 例)。脂肪分布は瞬レベル CT 断面像により、内臓脂
肪面積 (VFA) 、皮下脂肪面積 (SFA) を測定。身長、体重、ウエスト (W) 径、ヒップ (H) 径、収縮期・拡張期
血圧 (sBP、 dBP) 、血清脂質 (TC、 TG、 HDL-C) 、 HbAlc、 75gOGTT (空腹時、負荷後 30 分、 120 分)での血
糖 (BS) (mmolJl)、インスリン値(lRI) (pmoν1)を測定。インスリン抵抗性指数 (HOMA-IR) 、インスリン
初期分泌指数 (HOMA-IS) 、ß. 1 30-0/ ム G30_0 をそれぞれ [IRI 空腹時XBS 空腹時/135J 、 [20X (lRI 空腹時/7.175)
/ (BS 空腹時一 3.5) J 、 [ム IRI (負荷後 30 分値一空腹時) /ム BS (負荷後 30 分値一空腹時) J と定義した。合併
危険因子として、高血圧症 (sBP孟 140、 dBPミ90mmHg) 、脂質代謝異常 (TC孟 5.69 、 TGミ1.69、 HDL-C壬1.03
mmolld1)を定義した。
{成績】年齢と BMI をマッチさせた両群聞において、 VFA は IGT 群で有意に高値を示した。 NGT 群に比較して、
IGT 群では空腹時 BS、空腹時 IRI、 ~BS、エ IRI、 HOMA-IR、 sBP、 TG は有意に高値で、ß. 1 30-0/ ﾟ. G30_0 は有
意に低値を示した。高血圧症と脂質代謝異常の有無により両群をそれぞれ 0 、 1 、 2 リスクファクタ一群に分類した
ところ、 NGT 群に比較して、 IGT 群では有意に多数のリスクファクターが集族する傾向を示した。また、両群にお
いて BMI、 VFA、 SFA、空腹時 IRI、 HOMA-IR、 HOMA-IS は 2 リスクファクター群で有意に高値を示した。両群
において VFA と sBP、 TG、 HOMA-IR、 HOMA-IS はそれぞれ有意な正の相闘が見られた。 0 リスクファクター群








者は一般健常者を含む多数の成人男性において検討を行い、 IGT 集団が NGT 集団に比較して内臓脂肪の蓄積が有意
に多く、また高血圧症、脂質代謝異常の合併、つまりマルチプルリスクを集族する頻度が高いことを見い出した。ま
た IGT 集団の中で、もマルチプルリスクを集族する群では内臓脂肪の蓄積が有意に多く認められ、インスリン抵抗性が
強く認められることが示された。さらに、マルチプルリスク合併に関して内臓脂肪面積のみが有意な予測因子である
ことが明らかとなり、非常に興味深い。以上の研究成果より、マルチプルリスクを集族した動脈硬イじハイリスク lGT
集団の病態基盤として、内臓脂肪の蓄積が重要であることが示された。近年、ライフスタイルの変化により、 IGT が
急激に増加し、また動脈硬化性疾患の発症も増加してきており、予防医学的にも内臓脂肪蓄積意義は大きく、本研究
の結果は、今後の医学の発展に大きく寄与するものである。よって、学位の授与に値すると考えられる。
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